様式５

令和８年度　幼稚園・幼保連携型認定こども園新規採用教員研修
テーマ設定 ・ 教育実践研究プラン

幼児教育は「環境を通して行うもの」です。環境に自ら関わり、環境と対話する中で生まれる興味・関心を起点として子どもたちの遊びは始まります。そして、その遊びに夢中になり、充実する中で、子どもたちは学びを深めていくのです。子どもたちが自ら関わり、豊かな対話を生み出す環境の構成を工夫しましょう。
	勤務園
	
	氏名
	

	対象児
	　　　　　　　　　　　　歳児
	人数
	



１　実践テーマ
	


※・1年間かけて取り組めるテーマを設定する。
・園内研修等で園長等と相談して決める。
・下記の【環境構成のポイント】もしくは、園の研究主題に関連したテーマにしてもよい。
	【環境構成のポイント】

	人との関わりを豊かにする環境
●安心して様々な人に関わる
●遊びを通して人に関わる
●社会の一員としての自分に気付く
●食べることを楽しむ
●子どもの人格を尊重する
	自然との関わりを豊かにする環境
●自然物を使って遊ぶ
●目に見えないものと対話する
●園外の自然を活用する

	
	ものとの関わりを豊かにする環境
●身近な素材を使った手作りおもちゃで遊ぶ
●身近な素材を使って作る
●絵本に親しむ
●遊びの中で言葉や文字と出会う
●運動を楽しむ
	生き物との関わりを豊かにする環境
●身近な生き物を見つける、興味をもつ
●身近な生き物を飼育・栽培する



２　テーマ設定の理由
	　


※テーマを設定するにあたり、子どもたちがどのようなことに興味・関心をもっているのか、何に夢中になって遊んでいるのか、自分なりに見取った子どもの姿や、どのような子どもに育ってほしいと願っているのか等について書く。箇条書きでもよい。
３　具体的な環境構成の工夫（どの環境にアプローチしていくか）
	


※箇条書きでもよい。

メモ（研修当日のメモ欄として活用）
	



